ぉ老っ 

」， ^'び 言 



楠 山 正 雄 



やまうば おも 

こんな 日に 山姥が 出る ので はない か、 と 思って いたや 

よ ふかえ ゆうき 

さきで したから、 もう 呼ばれて 振り返る 勇気 はあり ま 

なん へんじ かぎ おも 

せん。 何でも 返事 を しないに 限る と 思って、 だまって 

うま ひ 

すたすた、 馬 を 引いて 行きました。 ところが どういう 

き うま じぶん おも 

もの だか、 気ば かリ あせって、 馬 も 自分 も 思うよう に 

進みません。 五六 間 行く と、 またう しろから、 

うま さち ラまキ J ち 

「馬 吉、 馬吉ご 

よ こえ き 

と 呼ぶ 声が 聞こえました。 しかも せんより はずつ と 

声が 近くな りました。 

うまきち おも みみ 

馬吉は 思わず 耳 をお さえて、 目をつぶって、 だまつ 

* や- -こ あ， ぁン ^> ^ 

て 二足 三 足 行き かけます と、 こんど は 耳の はたで、 



ひょいと 見る と、 そこに 一軒う ちらしい ものの 形が、 

夜目に も ぼんやり 見えました。 何でもい い、 とにかく 

はい はな こんや と 

入って、 わけ を 話して、 今夜 はた のんで 泊めても らお 

おも まえく と 

うと 思って、 うちの 前まで 来る とすぐ、 とんとん、 戸 

しず あか 

をた たきました。 でも 中 はしん と 静まり かえって、 明 

り 一 つもれて きません。 ぐずぐず している うちに、 

やまうば お きみ たい 

山姥が 追つ かけて 来て、 見つけられて は大 へんだ と 

おも うまきち と はい 

思って、 馬吉 はかまわず 戸 を あけて、 中へ 入りました。 

はい としょうじ みぎ む 

入って みると、 中 は 戸障子 もろく ろくない、 右 を 向 

o たリ む す 

いても、 左 を 向いても、 くもの 巣 だらけの、 ひどい あ 

ばら 家でした。 



寝よう か。 二階に 寝よう か。 そうだ、 涼しい から 二階 

て隻 よう o 」 

とい いました。 

うまきち たす おも 

馬吉は 「もうこん どこ そ は 助からな いご と 思い まし 

やまうば し あ 

た。 「山姥の やつ、 おれが 上に いるの を 知って、 上がつ 

てきて 食べる つもりだろう。 ああ、 もうどうしょう も 

かんのん かんのん たす くだ 

な い。 観音 さま、 観音 さま、 どうぞお 助け 下さい まし ご 

こころ ねん いま やまうば あ 

こう 心 の 中に 念じながら、 今にも 山姥が 上が つ て 

あ ま 

くる か、 上がって くる かと 待って いました。 

やまうば あ 

ところが 山姥 は、 すぐに は なかなか 上がって きませ 

ん でした。 やがて また 大きな あくび をして、 



ひゃくしょう 

むかし あると ころに、 お 百姓のお とうさん とおか 

あさんが ありました。 夫婦の 間に は 十になる かわい 

らしい 女の子が ありました。 ある 日お とうさん とおか 

の ひゃくしょう とき 

あさん は、 野ら へお 百姓の しごと をし に 行く 時に、 

ひと リ るすばん のこ 

女の子 を 一 人お 留守番に 残して、 

さ と 

「だれが 来ても けっして 戸 を あけて はならない よご 

かぎ 

といい つけて、 鍵 を かけて 出て 行きました。 

ひと リ のこ 

女の子 は 一人ぼっち とり 残されて、 さびしく つて 

， J ， J ろぼ そ ち い 

心細く つてし かたがありません から、 小さくな つて 



「おばあさん、 おばあさん。 寝る の は 石の 櫃 にしよう 

か、 木の 櫃 にしよう かご 

ひつ ひつ 

「石の 櫃 はつめ たいから、 木の 櫃 にしよう よご 

やまうば ひつ はい ね 

こう 山姥 はいって、 木の 櫃の 中に 入って 寝ました。 

やまうば ひつ はい おんな そと じょう お 

山姥が 櫃の 中に 入る と、 女 は 外から びんと 錠 を 下 

>. つ 

ろして しまいました。 そして 石の 櫃の 中から 女の子 を 

出して やつ て、 

やまうば ひつ い 

「山姥 を 木の 櫃の 中に 入れて しまったから、 もう 

だ いじょうぶ 

大丈夫 だ ご 

ふと きリ だ ひ こま 

といって、 太い 錐 を 出して、 火の 中に つ つ 込んで 真つ 

か や や きリ ひつ 

赤に 焼きました。 この 焼いた 錐 を 木の 櫃の 上から さし 
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